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に、児童生徒の規範意識を醸成するため
学校、家庭はどんなことに取り組むと有効なのでしょうか？

「群馬県の６０００人の児童生徒、保護者、教員へのアンケート調査」と
「訪問調査」をもとに、提言します！

アンケート調査の概要と特徴
＜概要＞
○調査の目的 「児童生徒の規範意識を醸成するために、学校、保護者、地域は、何に重点を置いて、

どのように取り組むことが効果的なのかを明らかにする。

○調査の内容 ・児童生徒の「規範を守ろうとする意識」と「規範を守る行動」についての実態
・児童生徒の意識と行動の相関について
・児童生徒と保護者、教員のとらえ方の相違について
・保護者、教員は、どんなことに取り組むとよいのか
・保護者、教員は、どんなことを望んでいるのか

調査の対象 群馬県内の児童生徒、保護者、教員 約６０００人○
児童生徒 保護者 教 員

小学校 １０５１人 １０６７人 １７４
中学校 １８２３人 １７１３人 １５０

○調査期間 平成１８年７月１２日～２１日
＜特徴＞
○「意識」と「行動」の両面について問い、両者の相関を見られるように項目設定をした。
○児童生徒と保護者、教員に同じ質問項目を入れ、両者を比較できるようにした。
○保護者、教員に対しては記述式も入れ、要望や考えを聞くことができるようにした。
○指導要録中の“行動の記録”の評価項目と「ぐんまの子どものためのルールブック５０」の内容を

質問に反映させ、アンケート結果を学校や家庭で活用できるようにした。

研究の全体構成

訪問調査の概要

○調査の目的
「家庭と学校が連携を図るためのプロ

グラム」や「児童生徒に対する効果的な
指導プログラム」を開発する。

○調査の内容
・青少年健全育成機関や学校ではどの
ような指導やプログラムが実践されてい
るのかについて
・どのようなプログラムが効果的で、どの
ようなプログラムが望まれているのかに
ついて

○調査の対象
群馬県警察本部少年育成センター
群馬県内の小中学校

教員に対して児童生徒に対して

先行研究

取組１ アンケート調査

保護者に対して

○アンケート調査項目第一次案作成

○プレ調査実施

○アンケート調査項目修正・決定

○アンケート対象校選定・依頼

○アンケート実施と回収

取組２ 調査の分析

○児童生徒の規範意識を育むための効果的な指導プログラム

（少年育成センターとの連携による非行防止教室の取組）

○保護者や地域との連携を図るためのプログラム

（保護者主体の新しい保護者会の取組）

取組３ 訪問調査

○児童生徒のアンケート結果から

○児童生徒と保護者のアンケートを重ね合わせた結果から

○保護者のアンケート結果から

○児童生徒、保護者、教員のアンケートを重ね合わせた結果から

○教員のアンケート結果から

○『ルールブック５０』の活用について

関係機関へ、学校へ

提 言

群馬県の課題 主題設定

取組４ 実践研究
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アンケート調査や訪問調査、実践研究から、こんなことが分かりました！

提言１へ子どもたちの実態をつかんでいますか？

話し合うことの大切さは分かったけれど、どうやって話し合えばいいの？
提言２へ

こんな実践をしてみました！
児童生徒同士の力を生かして規範意識を高める。「話合い活動を取り入れた非行防止教室」・・

協力して子どもたちを育てていこうという保護者同士の連帯感を育てる。「保護者主体の新しい保護者会」・・
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授業中のおしゃべりや騒ぐことはかまわない児童生徒

あいさつの大切さについて子どもに「話している」

と答えた保護者は、ほぼ100％。これに対して、あい

さつの大切さについて親から「話されている」と感じ

ている児童生徒は、68％。ここに 「親子の意識のズ、

レ」が見られる。この傾向は教員と児童生徒の間にも

見られた 「伝えたつもり、でも実際には伝わってい。

ない 「分かったつもり、でも実際には分かっていな」

い」のではないか。

大人は子どもの姿をつかみ切れていない！
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ルールやきまりを守れる子を育てるために家庭でできること

中学生の保護者 小学生の保護者

日ごろからルールやきまりにつ

いて保護者と子どもが話し合う

日ごろからの親子のコミュニ

ケーション・話し合いができる

明るい家庭

親が手本となる

家庭内でのルールやきまり
をつくる

ルールやきまりが守れなかっ

たとき、子どもとよく話し合う

「規範にあわないことも（少しなら）かまわない」

と答えた児童生徒は、平均で約９％（40人学級なら

３～４人 。これらの児童生徒の規範意識を醸成す）

規範を守ろうとする91％の子どるために、

が効果的だと思われる。もたちの力を使うこと

保護者は 「ルールやきまりを守れる子」を育てるため、

、 。には を認識している親子で話すことの重要さ
教員へのアンケートでも、教員同士、教員と子ども、

話し合いながら進めていく教員と保護者など、

が大事であるという回答が多かった 。こと 。
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が 連 携 し て 何 が で き る の か

地 域 全 体 で 子 ど も を
ほ め た り 、 注 意 し た
り す る

大 人 の 情 報 交 換 と
同 一 歩 調 で の 指 導

大 人 が 子 ど も の 手
本 に な る 行 動 を す る

力を合わせてどんなことから取り組めばいいの？
提言３へ

『
ぐんまの子どものためのルールブック５０』は、

どんな影響があるの？ 提言４へ
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児童生徒の規範意識を醸成するために

「大人がみんなで子どもに声を掛は、

けること、大人がみんなで力を合わせ
ること、大人が子どもの手本になるこ

これらの大切さを大人自身が認識してと。」
いる。この認識を「連携」に生かしたい。

「まっすぐ家に帰

る」という質問と規

範に関わるいくつか

の項目の相関関係を

「まっすぐ調べると

家に帰る子は、規
こ範意識が高い」
。とが明らかになった

他にも 「あいさつ」、

「掃除 「手伝い」な」

どふだんの生活の中

あたりまえにある

が、規範意識のこと
に大きく関連するこ

とが分かった。
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『ルールブック５０』

を「知らない 「生かして」

いない」と回答した小学

校５年生は76％。６年生

は87％。

小学生に配布されてい

る『ぐんまの子どものた

めのルールブック５０』

まだ十分活用されては、

いない。

『ルールブック５０』

を生かしている児童が勉

強についてどう思うかを

「『ルールブ調べると、

ック５０』を生かして
いる児童の方が、勉

であること強が好き」
が分かった。この傾向は

その他の項目でもみられ

た 『ルールブック５０』。

は規範意識を醸成するだ

児童生徒のけでなく、

勉強や生活にも良い
と考えら影響を与える

れる。
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提言

児童生徒の規範意識を醸成するために、
学校や教員は次のことに取り組みましょう。

提言１ 子どもの実態を正確に把握しましょう
親と子や、教員と子どもたちの間には、物事や行動のとらえ方にズレがみられます。

大人から見ている子どもたちの実態は、ほんの一部分のようです。大人は、子どもの実
態を正確に把握することが規範意識を醸成することの第一歩です。

『家庭・家でのルールやきまりに関するアンケート』を活用してみませんか。観察や
ふだんの行動だけでは分からない子どもたちの意識が見えてきます。

提言２ 「話合い活動を取り入れたプログラム」を活用しましょう
規範意識を醸成するためには話合いが大切です。学校は話合いの場を積極的に作って

いきましょう。
少年育成センターと連携して作成した『話合い活動を取り入れた非行防止教室』のプ

ログラムを活用すると、規範意識の高い子どもの考えが、話合いの中で規範意識の低い
子どもの考えに良い影響を与えることが期待できます。また『保護者主体の新しい保護
者会』のプログラムを活用すると、保護者同士が、話合いの中で考え方の違いを認め合
いながら、お互いに協力していこうという連帯感をもつことができます。

このような取組から、教員や保護者、児童生徒が話合いの大切さを再認識し、様々な
場面で話合いの場を作っていくことが期待できます。

提言３ 家庭や地域と力を合わせて、できることからやってみましょう
「学校から寄り道をせずにまっすぐ家に帰る」ことや 「あいさつをする」という行動、

は、規範意識を醸成することに大きく関連します。子どもたちにこのような基本的な生
活習慣を身につけさせるために、学校は保護者と協力して、すぐに取り組めるところか
ら進めていきましょう。

また、地域で力を合わせたり、大人が手本になったりすると効果的だという保護者の
気持ちを生かして、学校は情報交換や話合いをする場を提供していくことも大切です。

たくさんの人の考えから出された規範意識を醸成するための方策は、特別なことでは
、「 “ ” 」なく みなが あたりまえ に思っていることを力を合わせて徹底してやっていくこと

です。

提言４ 『ぐんまの子どものためのルールブック５０』を活用しましょう
『ルールブック 』は、規範意識を醸成するだけでなく、子どもたちの勉強や生活に50

も良い影響を与えることが分かりました 『ルールブック 』についての認識を深め、十。 50
分に活用しましょう。

具体的な活用例として 「規範意識を醸成する『道徳プログラム （平成 年 群馬、 』」 17
県総合教育センター）では、チェックリストの活用を取り入れています。また、Ｇ－Ｔ
ａＫのコンテンツを利用して道徳の授業中に取り入れたり、教室や廊下に掲示したり、
カードにして一日の目標を決めたりする活動例があります。

また、学校や家庭で重点的に取り組む内容を子どもたちと話し合って決めることも効
果的です。自分たちで話し合って決めたことは、その重要性をよく理解し、守ろうとす
る意識が高くなるようです。群馬県教育委員会が作成したチェックリストもこのような
取組に活用できます。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター 積極的な生徒指導調査研究チーム

カリキュラムセンター ０２７０－２６－９２０８


